
テーマ ８ 

「感染症への不安に負けないために」 （人権課題：ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等） 

 

１ 学習のねらい・人権教育の視点 

(1)  ハンセン病やエイズ、新型コロナウイルス感染症等の病気について、苦しみは病気によるものだけで

なく、病気に伴う、感染者やその家族、関係者への偏見や差別により生じることを理解し、感染者やそ

の家族に寄り添い、共に生きる社会を築いていこうという意欲や態度を身につける。 

 

２ 指導上の留意点 

(1)  国や社会が行った政策の背景など、偏見や差別が生まれる原因はどのようなところにあるのかを考

えさせる。 

(2)  また同じような過ちを起こさないために自分自身にできることを考えさせることが大切である。 

 

３ 展開例 

学習活動 指導上の留意点、使用する資料 

１ 資料「引き裂かれた子どもたち ハンセン病家族の

苦悩」を読む。 

 

２ 柊木さんの体験談から、ハンセン病による患者や

その家族の痛みや苦しみについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」のスラ

イドや QR コードから、感染症からどのように偏見・

差別につながるか、まとめて発表する。 

 

４ 感染症と偏見・差別がつながらないようにするた

めの具体的な行動や留意点について考える。 

 

 

 

○ 患者の病気による苦しみや偏見や差別による苦

しみの他、「父は死んだ」という嘘をつき続けなけれ

ばならない苦しみ、家族の絆がおびやかされる苦し

みなど、人としての尊厳や心情の面でも傷つき苦し

んでいることに気づかせる。 

○ 右ページの資料から、HIV 感染者や新型コロナ

ウイルス感染症についても偏見や差別を受け苦し

んでいる人がいることを理解させる。 

 

○ ３つの”感染症”のつながりについて、生徒の発表

を補足しながら説明し、理解させる。 

 

 

○ 差別的言動に同調しないようにすること、インター

ネットや SNS で不確かな情報を安易に発信しない

ことなど「禁止」だけでなく、正しい知識をもつこと

や、感染者やその家族が安心できるような声かけ

や行動などについても考えさせる。 

○ 偏見や差別に対する啓発活動として、レッドリボ

ンやシトラスリボンについて周知する。 

  
４ 参考資料 

(1) 人権アーカイブシリーズ「ハンセン病問題 

        ～過去からの証言、未来への提言～」[QR コード右] 

(2) 人権アーカイブシリーズ「家族で考えるハンセン病」[QR コード左] 

 

ハンセン病の苦しみはどのようなものだろうか。 

感染症から、どのように偏見や差別につながっていくのだろうか。 

感染症による偏見や差別を生まないために必要なことは何だろうか。 



(3) 尼崎人権啓発活動地域ネットワーク協議会 啓発ポスター 

「新型コロナウイルス感染症に関連する人権問題について考えてみよう」（下図は一部引用） 

 

(4) [再掲]神戸新聞 平成 22（2010）年 5 月 16 日付け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● B 型肝炎について 

Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスが原因で肝臓の細胞が傷つけられ、その働きが損なわれる病気。集団

予防接種での注射器の連続使用によって、４０数万人が感染した。ウイルスは血液や体液を介して感染

するが、日常生活の中では感染することはほとんどない。しかし、病気に対する知識・理解が不十分なこ

とから、患者が退職を余儀なくされたり、結婚に反対されたりするなどの偏見や差別が起こっている。 

 

・ リーフレット「B 型肝炎『いのちの教育』」 

（全国 B 型肝炎訴訟原告団） 



[ワークシート] 

感染症への不安に負けないために 

                  年   組   番 名前               

 

１ 柊木さんは、なぜ父の病気を隠さなければならなかったのだろうか。 

 
 

２ ハンセン病による苦しみとはどのようなものだろうか。 

 

 

３ 感染症から、どのように偏見や差別につながっていくのだろうか。 

 
 

４ 感染症による偏見や差別を生まないために必要なことは何だろうか。 

 
 

５ 今日の感想や、気づいたこと、これから心がけたり行動したりしていこうと思うことを書こう。 

 
 

 


